
醍醐寺（京都市）
　 だいごじ

ここは醍醐寺総門











　　　それでは中に入ってみよう



　　　　　　正面前方は仁王門







　　　　　ここは豊臣秀吉により再建された三宝院で、桃山時代の池泉回遊式と枯山水が折衷された庭園があり、特別史跡及び特別名勝となっている



　　　　これは三宝院唐門（勅使門）/国宝/1599年建立





　　　　　さて、これが仁王門（西大門）/1605年の再建









さて、ここから金堂、五重塔他を目指す



これが金堂/国宝/平安時代後期の建立/紀州湯浅の満願寺本堂を移築したもの/移築時に屋根が、檜皮葺から本瓦葺に変更された



平安時代の大型密教本堂で、人が仏堂内に入り始めた初期の段階の本堂形式という



　　　　　時計回りに回ってみる



　　　　　何度か改修を受けており、立ちの高い入母屋屋根は近世風で、移築時の改修であるという



左妻面/金堂内に人が入るようになると縁と高欄が付くようになり、地面からの湿気を防ぐため亀腹が堂下に設けられているという



　　　背面



　右妻面/妻飾りは豕叉首（いのこさす）



　　　　　組物は平三斗（ひらみつど）/中備は間斗束



　　　さて、これが五重塔/国宝/平安時代（951年）建立



相輪部の高さは総高の３分の１となっており、また初重に対する五重目の塔身幅（逓減率）が小さく、安定感のある塔になっている



　平安時代までの塔は、基壇上に直接建てられるが、時代が下がると基壇がなく、初重に縁が付くという



　　　　　組物は三手先、通肘木（組物を繋ぐ横木）は二段、軒は二軒平行垂木



上層部分を見る



　これは不動堂



この奥は祖師堂



　　　　この日月門を潜って先に進もう



　これは鐘楼堂



　　　これは観音堂（旧大講堂）



　　　前方は弁天堂/昭和5年建立



　　　　　さて、これはこれまでの建物があった下醍醐から上醍醐への登山口にある成身院（女人堂）/江戸時代初期の再建



　　　　　　いよいよ、ここから上醍醐へ登ることになる



　　　　少し登ったところにある「槍山（豊太閤花見跡）」





その辺りの遠景



　　　　　さて、更に登って行く



　　　　　不動の滝と不動明王



　　　　そこから少し登ったところに音羽魔王大権現社



更に登るとちょっとした休憩場所がある



　　　　　　そこにはこんなものも



　さて、更に進む



　　　　　ここは上醍醐寺務所/いよいよ上醍醐である



　　左手の崖には清瀧宮拝殿が建つ



　　　　　　清瀧宮拝殿/国宝/室町時代（1434年）再建



　　南側は懸造りとなっている/左手に説明板が立っている



　　　懸造りは舞台造りとも呼ばれ、その感じが出ている







　　階段を登って東側から見てみる



　　東側から見た清瀧宮拝殿/こちらが正面で妻入りとなっている/向拝は軒唐破風や蟇股で装飾されている





　　　　垂木は二軒で、地垂木は繁垂木（しげだるき）、飛燕垂木は疎垂木（まばらだるき）となっている



　　　　半蔀（はじとみ）や引違格子戸を備えた住宅風の作りとなっているという





　　　　　　屋根の取り合い部分



　　　　　そのの取り合い部分の軒下



　　高い位置から屋根を見てみる





　　　さて、これはその右手にある「醍醐水閼伽井（あかい）」











　さて、拝殿の上方にある清瀧宮本殿を見てみよう/これは手前にある横尾大明神社





　　これが清瀧宮本殿/昭和14年に焼失し、再建されたもの







　　ここは平成20年に焼失した准胝堂（じゅんていどう）があったところ（右手の更地）



　　　　　　その脇にある石塔



　　　さて、少し登って行くとこんな風景が/これは経蔵跡（昭和14年焼失）らしい



　　その経蔵跡から北方向を見上げると薬師堂が見える



　　　　　　これが薬師堂/国宝/平安時代（1121年建立）



　　　　　組物は平三斗、中備は間斗束、扉は板唐戸







　　　乱石積基壇に建っている





　妻面は両サイドの間が中央の二間より広いのが特徴という



　　　　薬師堂から先ほどの経蔵跡を見下ろしたところ



　　　　　更に登って行くと五大堂がある/昭和15年再建/手前は理源大師像











　　堂内を見る





　　　　　　更に登って行くと、いよいよ醍醐山頂に着く/これは如意輪堂/重要文化財/1606年再建











　　　　　さて、これは開山堂/重要文化財/1606年再建
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